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第１３代目の新会長に選任されました会長の

須永威です。 
人生には上り坂、下り坂、そしてもう一つの坂、

真坂がありますが今回予想のできなかった出来事、

今回の東日本大震災についてもそうですが、私自

身にとっても栃木県行政書士会の会長になるとは

正直夢にも思いませんでした。内外激化の折、国

難と言われる大変なときにその責任の重さ大きさ

に身の引き締まる思いがいたします。 
振り返ってみると２年間、住吉会長を支えてき

た立場として継続し推進していくためには誰かが

引き受けなければならず、住吉会長の路線を継承

し、さらに今回の未曾有の東日本大震災は日本経

済の停滞を生じ、回復までには数年かかると言わ

れており、我々の業務にも影響を与えかねません。

こんな時こそ、会は団結し、みんなで知恵を出し

合い乗り越えていかなければなりません。 
日本は、かつて戦後、数々の苦難を乗り越えて

きました。災害復興には時間がかかりますが、必

ずや回復すると信じます。 
また今年度は栃木会が関地協の当番県であり、

連絡会の会場を那須に設定し開催いたしますが、

昨年の茨城会を参考に栃木会の独自性を発揮し、

関地協の皆さんに喜んで頂けると同時に、震災の

風評被害などを吹き飛ばし栃木県のイメージアッ

プになるよう実行委員会を立ち上げ、全力を上げ

成功させたいと思います。 
住吉会長大変お疲れ様でした。住吉会長におか

れましては２年間という短期間に高い見識と行動

力をもって陣頭指揮にあたられ、書士会のあり方、

これからの方向づけをしていただいたことは大変

な功績であり、しかも行政書士法制定６０周年記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
念すべき年にめ

ぐりあわせたこ

とは栃木会の歴

史に深くきざま

れ、忘れられな

い出来事として

後生語り継がれ

ることでしょう。 
この間のご

尽力と貢献に対

しまして、改め

て心から敬意と

謝辞を表する次

第であります。今後共、ご指導ご鞭撻の程をよろ

しくお願い申し上げます。 
行政書士業務も常に時代のニーズに対応し、よ

り業務の専門家をめざしていかなければなりませ

ん。同時に社会貢献（成年後見制度の普及・ＡＤ

Ｒの認証）にも積極的に取り組んでいかなければ

なりません。今回の東日本大震災の影響を乗り越

えるには「まず我々自身が元気にならなければ相

手を元気にすることができません。」栃木県の重点

戦略である「新とちぎ元気プラン」にならって「と

ちぎ行政書士元気プラン」を新たに提案し、実現

のため努力することを決意した次第であります。 
最後になりますが、信頼ある会運営こそ維持発

展していくための原動力であり、会長１人では動

きません。会長・役員・事務局が一体となってが

んばってこそ前進します。わたしも、微力ながら

全精力を傾けがんばりますので、会員の皆さまの

絶大なるご支援・ご協力をお願いし、簡単ではあ

りますが就任の挨拶と致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会長就任あいさつ 
会会長長    須須永永

す な が

  威威
たけし

 

6月 2日知事表敬訪問 新会長と新副会長       栃木県行政書士会館前にて 

左から、手塚理恵副会長、小林幸雄副会長、押野佑副会長、 

須永威会長、田渕徹副会長、青木勇夫副会長 



－2－ 

 

 

一 今後注目される「事実証明書類」 

 

 時代の変革の中で、新事業の掘り起しが必要となります。新事業の掘り起しは、現在行政書

士が持っている職域の中でおこなわなければなりません。大枠として注目しているのが、「中

小企業財務」です。今回は、この点に注目して解説したいと思います。 

 

１．中小企業財務について 

 こちらの網羅する範囲は広いと言えます。まず、中小企業の財務関係を整理してみ

ます。 

下記のように、企業情報は、大きく２つに大別されます。財務情報については、「経営実

態」たる「事実」を証明する書類として、認められている書類です。 

 しかしながら、非財務情報としては各企業がホームページ等で独自に情報を開示す

るなど、あまり統一した方法がありませんでした。行政書士が独自にこの書類を「経営

実態」たる事実を証明する書類として作成することも可能です。問題なのは、どこまで

対外的に信用されるのか？という点です。なぜなら、下手をすると中小企業のアピー

ル資料と捉えられかねないからです。アピール資料と捉えられすぎると良い内容のこ

とを書いてあるのは当然ということになり、信用度が下がる危険性があります。 

 

  2.財務情報と非財務情報 

 

会社は倒産する心配はない
か? 

会社は効率的に価値をだし
ているのか? 

会社は儲かっているのか? 

会社は成長しているのか? 

業界の見通し、将来性、 
立地条件、業歴 

人柄、識見、健康、経営能力、
後継者 

販売基盤、製品の競争力、 
正味財産 

事事実実証証明明関関係係業業務務ににつついいてて 専専門門業業務務指指導導員員  

松松岡岡英英彦彦
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 そこで、注目されているのが、「知的資産経営」です。この「知的資産経営」はさまざ

まなレベルで現在取り組みがなされています。 

 では、どのような団体で取り組まれているのか、みていきたいと思います。 

 

二 行政機関の取り組み 

 

１． 独立行政法人中小企業整備基盤機構 

同法人は、中小企業経営支援の一環として、「知的資産経営」の導入を提唱しています。 

 

２． 京都府庁商工労働観光部ものづくり振興課 

京都府は都道府県の中で知的資産経営がもっとも進んでいる府です。前述した中小企業

整備基盤機構との連携も進んでいるようであり、ホームページ同士ですでにリンクが張ら

れています。 

 

三 日行連の取り組み 

日行連では、時代の変革をにらみ、新事業の掘り起しにとりくんでいます。「事実証明書類」

のひとつとして注目されているのが、「知的資産経営」です。 

 前年度から、日行連でもパンフレット等を作成し、新事業取り組みをアピールし、研修等にも

取り組んでいます。 

 

四 知的資産経営報告書の概要 

 

  では、知的資産経営報告書とはどのようなものなのでしょうか。ここで、作成の概要につい 

てご説明いたします。 

 

① 企業概要について 

 企業概要では、自社のことを理解してもらえるように、自社のプロフィールを伝えるとともに、企業理

念やビジネスのしくみを整理します。具体的には次のような内容となります。 

ⅰ）基本情報・・・代表者名、所在地、電話番号、業務内容、資本金、従業員数、ＨＰのアドレス、直近業績、 

主な設備、店舗数等 

ⅱ）沿  革・・・組織変更、商号変更、代表者変更、本店移転、支店・営業所開設、関連会社設立、 

各種許認可取得、知的財産権取得等 

ⅲ）企業理念 

ⅳ）ビジネスモデル 

ⅴ）受賞歴・認証・資格 

 

② 外部環境について 

外部環境を知ってもらうために、自社を取り巻く業界・市場環境における「機会」「脅威」を整理し、「業
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界の概観」俯瞰した上で、「自社のポジション」を明らかにします。 

   ⅰ）機会：自社を取り巻く業界や市場にとって、追い風（プラス）となる情報や要因を整理。 

      ⅱ）脅威：自社の取り巻く業界や市場にとって、向い風（マイナス）となる情報や要因を整理。 

   ⅲ）業界の概観：現在の業界や市場の規模を整理し、「機会」や「脅威」踏まえて、その特色を整理。 

   ⅳ）自社のポジション：自社がこれまでおこなってきた業界や市場へのアプローチの方法を踏まえ、自社の 

マーケットシェアや、他社と異なる独自性を簡単に整理。 

 

③ 内部環境について 

 内部環境を知ってもらうために、提供する製品・商品・サービスの特長や差別化のポイントを切り口に、

自社の強み(知的資産)と弱み(経営課題)を明らかにします。 

ⅰ)製品・商品・サービスの特長と差別化ポイント(強み) 

 顧客に提供する製品・商品・サービスがどのような特徴を持っているか、他社とはどんな違いがある 

かをまとめます。 

ⅱ)知的資産の特長と差別化ポイント(強み) 

  他社とは異なる製品・商品・サービスを生み出す背景には何があるのかを考え、企業としての特長及 

び差別化ポイント(知的資産)についてまとめます。 

ⅲ)保有する経営課題(弱み) 

      上記ⅰ及びⅱの制約条件ともなる企業として抱える経営課題を列挙するとともに、その改善策をあ 

わせて検討しながらまとめます。 

 

 （３）価値創造のストーリー（過去～現在）について 

     価値創造のストーリー（過去～現在）では、これまでの事業展開について、どのような知的資産を活用 

して価値を創造してきたのか整理することで、これからの事業展開の予見材料を明らかにします。 

ここでは、３つのプロセスを踏むことで整理をおこないます。 

 

① 保有する知的資産とその活用状況の認識 

自社にどのような知的資産(強み)があるかを把握し、それらが事業活動の中でどのような製品や

サービスに生かされ、どのような価値創造がおこなわけているかを認識します。 

 

② 重要業績評価指標(KPI)による見える化 

 価値創造のストーリーを継続的に管理できるよう、客観的な数値(KPI)を用いて管理プロセスの「見

える化」をおこないます。数値(KPI)という客観性を持ったモノサシを設定することで、創出、獲得した

知的資産をどのように維持・管理してきたか、それはどの程度であったかを明らかにします。 

 

③ 一貫性のあるストーリー化 

 知的資産の内容と活用状況と、それを裏付ける重要業績評価指標(KPI)を一貫性のあるストーリー

としてまとめます。 
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 （４）価値創造のストーリー（現在～将来）について 

     価値創造のストーリー（現在～将来）では、これからの知的資産をどのように維持、活用、強化し、事業価 

値を高めるのか明らかにします。 

 

①知的資産経営の取り組みや投資の明確化 

    これまでの事業展開における成功要因を踏まえて、これから知的資産をどのように維持、活用、強化

していくのかを検討し、その具体的な取り組みを投資を「見える化」します。 

 

②将来の経営目標達成指標(KGI)の明確化 

「知的資産経営の取り組みや投資の明確化」を踏まえて、これらの取り組みや投資をおこなうことにな

って期待される効果を「見える化」します。ここで「見える化」した経営目標は、過去から現在までの実

績、そしてこれからの展開において具体的に実践する取り組みや投資に裏付けられた目標であり、相対

的な実現可能性が高い目標であるといえます。 

 

 （５）知的資産の連鎖（活用マップ）について 

     知的資産は、それぞれが単独で存在するものではなく、事業活動の中で相互に影響しあい、相乗効果

(シナジー)をもたらしています。 

     知的資産の連鎖(活用マップ)では、このような知的資産の連鎖やその関係を明らかにすることで、

個々の知的資産の存在意義を再確認するとともに、新たな知的資産への気づきを得ることで目的としま

す。 
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ＩＩＣＣＴＴ特特別別委委員員会会副副委委員員長長    稲稲葉葉  昌昌俊俊  

 

 今回の震災で福島第一原発が事故になり、放射線

による汚染が他人事でなくなりました。自分の身の

周りにも放射性物質はあるのでしょうが、見えない

ので実感がわきません。しかし、放射線は細胞を通

過するとき遺伝子を傷つけます。人には自然治癒力

もありますが、それを越えると受ける線量の増加に

つれて癌の罹患率が増えたり、白血病になったり、

ちなみに一度に 4,000mSv 浴びると半数が死ぬそう

です。色々言われていますが法的には年１㍉シーベ

ルト(1mSv/y)が基準のようです。 

 では自分たちは事故後どの程度の放射線の中を過

ごしてきたのでしょう。気になりませんか？こんな

試みもあるいは貢献といえるのかもしれないと思い、

書いてみました。 

 県のホームページで、主な市や町の「環境放射能

の調査結果」を公表しています(ホーム→緊急情報)。

これを利用して事故後の積算量を計算してみました。

方法は自分の地域の時間当たりの放射線量を、ただ

足し算するだけです。入力は大変ですが計算は表計

算ソフトで簡単にできます。 

 例えば以下は私の個人的な、小山市の計算結果で

す。3月15日から5月30日までで約0.167mSvでし

た。実はデータ不足で問題もありました。例えば線

量が最も高かったと思われる15日から17日12時ま

でのデータがないため、計ってあった宇都宮市の数

値を適当に修正して使用しました(小山は宇都宮よ

り僅かに線量が少ないことから、この傾向を宇都宮

の数値から差引いた)。また、4月からは計測時間が

1日24時間から14時間とか11時間に減ったため、

不明部分は前後の28時間とか、22時間の平均値で 

  

 

 

 

 

 

 

埋めました。そして

これは地上 14ｍの

高さの値です。一方

5月13日からは1日

に 2 回、地上 50cm

の値も出しています。

この値は 14ｍの値

と比べると平均

(5/30 までの値)し

て、1.8 倍高くなります。この高さの方が実生活に

近いので、0.167を1.8倍すると約0.300mSvになり

ます。これがこの地域の事故後のおおよその積算放

射線量として、さらにここから自然放射線量(事故前

3/12頃の数値(宇都宮の20mの高さで0.038μSv/h)

の77日分だと0.070mSv)を差し引くと原発からの放

射線量になり、0.230mSvで被曝量計算の目安になる

と考えました。風向きによりますが、一般的には原

発に近くなる程高くなるはずです。外出時間などに

も左右されます。でも、今みたいな時は悪い方で計

算した方がいいでしょう。呼吸や飲食物等からの内

部被曝も考慮する必要があります。先の県データで

グラフも作りました。 

 

 

 

 

 

今今 月月 のの 表表 紙紙   

あじさいの森 

撮影 ： 広報部 関 比佐江 

 紫陽花と言えば神社？寺？と考えるほどであり、いわゆる紫

陽花祭りと称して紅白の提灯を豆電球の電線で繋いだ光景が

思い出される。 
花言葉は「移り気 高慢 無情 辛抱強い愛情 冷淡」とあった。

白・青だけの花も清楚な味わいだ。 
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日 予  定 時  間 主  催 

4 月 三役会 10:30～ 栃木県行政書士会

5 火 届出済証明書交付式 13:30～ 申請取次管理委員会 
6 水 足利支市民相談室 行政書類（遺言など） 

（於：足利市役所１階市民相談室） 

13:00～16:00 足利支部 

8 金 登録説明会 10:00～ 総務部 
11 月 編集会議 13:30～ 広報部 

行政書士無料相談（於：宇都宮市役所２階市民相談コーナー） 10:00～15:00 宇都宮支部 
13 水 ＴＩＡ相談会 10:00～ 総務部 
17 日 外国人在留資格相談室（於：足利市生涯学習センター会議室） 13:00～16:00 足利支部 
20 水 行政書士基礎講座「はじめての相続業務」 13:30～ 業務研修部 

行政書士専門相談（於：小山市役所）※予約制（随時受付先

着４人 予約問い合わせ：小山市生活安心課0285-22-9282）

10:00～12:00 小山支部 

21 木 登録説明会 10:00～ 総務部 
22 金 ＡＤＲ調停人養成ＰＧ 家族法研修 実践編6 13:30～17:00 ADR 特別委員会 
24 日 市民プラザ無料相談会 

(於：うつのみや表参道スクエア５階市民プラザ) 

13:00～16:00 宇都宮支部 

25 月 宇都宮市国際交流協会無料相談会 

(於：うつのみや表参道スクエア５階国際交流プラザ) 

15:00～17:00 宇都宮支部 

 
 
 

       正副会長の動き 
 日 時 行 事 出席者 内 容・場 所 

5/17(火) 17:30～21:30 正副会長会 全員 平成23年度事業計画(方針) 

役員人事協議 

5/18(水) 17:00～ 軽自動車協会総会 手塚 ホテル東日本宇都宮 

5/19(木) 18:00～ 日光支部総会 押野 和風れすとらん きむら 

5/23(月) 

 

18:00～ 神奈川県行政書士会総会 会長 ロイヤルホール横浜 

17:30～ 中古車自動車販売店協会総会 手塚 ホテル東日本宇都宮 

5/26(木) 

 

 

 

 

9:30～13:00 役員就任あいさつ回り 全員 県庁、友誼団体等、県内28カ所

13:00～16:30

 

 

正副会長会 全員 平成23年度事業計画(詳細) 

関地協担当会に関する協議 

日行連総会に関する協議 

16:30～17:30 来訪者応対 全員 他会会長の来局 

5/27(金) 

 

17:00～ 宅地建物取引業協会総会 青木 ホテル東日本宇都宮 

17:30～ 建築士事務所協会総会 手塚 アピア 

5/28(土) 

 

10:00～ 司法書士会総会 押野 護国会館 

10:00～ 民主党栃木県総支部連合会総会 会長、青木 ホテルニューイタヤ 

 
 
 
 

栃木県行政書士会カレンダー（７月） 
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 日行連から届いた文書の内、会員の皆様に役立つ文書の表題等を掲載いたします。文書の写し等必

要な方は事務局までご一報ください（実費）。 
 

日行連№ 受信日付 文書の表題 備考 

124 H23. 5. 2 
平成 23年度「国土交通行政ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾓﾆﾀｰ募集」の周知依頼につ

いて   

125 H23. 5. 2 電子政府推進員候補者の推薦について（お願い）   

127 H23. 5. 6 「難民条約と難民認定申請手続研修会」の開催について   

145 H23. 5.11 理事候補者の推薦について（依頼）   

152 H23. 5.11 
平成 23年度 日本行政書士会連合会定時総会の開催について

(6/23,24）   

135 H23. 5.13 平成 23年度5月分会費納入について   

186 H23. 5.18 震災義援金の第二次支給に関するお知らせ   

201 H23. 5.23 IT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ資格取得に係る専門スキル特別認定制度について   

198 H23. 5.23 東日本大震災に関する被災者支援情報について   

215 H23. 5.25 
平成23年度 日本行政書士会連合会定時総会議案資料の送付に

ついて   

216 H23. 5.25 
平成23年度 日本行政書士会連合会定時総会議案資料の送付に

ついて(代議員宛)   

217 H23. 5.25 平成 23年度 定時総会議案に対する質問書の提出について   

226 H23. 5.27 定時総会における代議員からの質問への回答について   

事務連絡 H23. 5.31 日行連総会会場までの交通費計算経路   

事務連絡 H23. 5.31 「行政書士災害相談センター」について   

  H23. 5.31 日本行政書士会連合会会長選挙の告示について   

 

 

 
  広報部より 

 
 
     ○業務に関する情報 

     ○書士会に関するご意見 

     ○日常において感じること 

     ○とっておき情報 

     ○写真・作品等 

   原稿はできるだけメールでお送りください。ＦＡＸの場合はワープロ印刷等鮮明に読み取れる 

   状態でお送りください。 

           送付先 

 

 

 
    ※編集の都合により掲載に時間がかかる場合や、内容により掲載できない場合もございます。ご了承下さい。 

 

日行連だより 

行政とちぎに投稿しませんか？ 

 会員の皆様の 

投稿をお待ち 

しております 

栃木県行政書士会 

メール：gyosei-totigi@mail.gt9.or.jp   FAX：028-635-1410 

郵 送：〒320-0046 栃木県宇都宮市西一の沢町１－２２  
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標記の件について、ＩＴコーディネータ協会では、ＩＴコーディネータ（ＩＴＣ）資格認定制度の一

環として、２００６年度より専門スキル特別認定制度を導入しています。 
今般、行政書士資格が専門スキル特別認定制度の対象資格に認定され、ＩＴＣ資格取得に際して、下

記の特典を受けることが可能となりましたのでお知らせいたします。 
 

記 
〇ＩＴコーディネータとは 
経営者の立場に立って経営とＩＴを橋渡しし、ＩＴ経営を実現するプロフェッショナルです。 

〇専門スキル特別認定制度とは 
ＩＴＣのマーケットに近い立場におられる関連他資格者の、ＩＴＣとしての前提となる 

専門分野の知識及び経験を専門スキルとして認定し、以下のいずれかまたは両方の 
特典を受けることができる制度です。 

①ＩＴＣ試験の一部免除 
②継続学習における知識ポイント取得 

 
※詳細については、ＩＴコーディネータ協会ホームページをご参照ください。 

http://www.itc.or.jp/authorize/skill/ 
 
 
 
 
 
平成２３年３月１６日に通知したとおり、本年３月１１曰（金）に発生しました東日本大震災により、

取次申請予約を一時中断させていただき、さらに４月１日から開始された市場化テストの実施により、

申請受理業務が民間委託されたことによる窓口業務の混乱を回避するため、取次申請の予約を中断させ

ていただいておりましたが、窓口業務の運営が安定してまいりましたので、来る６月２日(木)から取次

申請の予約を再開いたしますのでお知らせいたします。 
予約の方法については従前のとおりであり、予約を希望する日の前日正午までに第１希望及び第２希

望を記載した取次申請予約申出書及び申請取次リストをＦＡＸで当局あて送付していただければ、同日

夕刻、当局より予約受付票をＦＡＸで送付いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＩＴＴココーーデディィネネーータタ資資格格取取得得にに係係るる専専門門ススキキルル特特別別認認定定制制度度ににつついいてて  
～～日日行行連連よよりり～～  

申申請請取取次次行行政政書書士士各各位位  取取次次申申請請予予約約のの再再開開ににつついいてて  
～～東東京京入入国国管管理理局局審審査査管管理理部部門門  主主席席審審査査官官よよりり～～  

那須支部研修会のお知らせ 

『初めて行う産業廃棄物収集運搬業許可申請』 
 講 師：冨田倫子（那須支部） 
日 時：６月２４日（金）午後２時～ 
場 所：西那須野公民館 

他支部の方も参加できます！ 

申込みは那須支部事務局（内田会員） 

まで 

TEL０２８７－７４－６４２２ 
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今月のおじゃましま～す！は宇都宮支部の中

三川浩志会員です。この方、実にスリムで身のこ

なしが軽やか。それもそのはず。なんと、社交ダ

ンスの先生です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏 名：中三川 浩志（なかみかわ ひろし） 

事務所：河内郡上三川町上三川４９３３－１ 

入会日：平成６年１１月１日 

 

 取材は事務所ではなく、４号線西原町のダンス

スタジオへ伺いました。 

 まずは、行政書士の関係から聞かせてください。 

 

どどんんなな業業務務がが多多いいでですすかか？？  

  

相続・風営・帳簿です。 

 

行行政政書書士士ににななっったたキキッッカカケケはは？？  

  

 登録・入会よりずっと前に試験は受かっていま

した。しかし、その当時は公務員だったのです。

ダンスの試験もどんどん上級が受かっていって、

インストラクターの手伝いをするようになりまし

た。公務員は兼業が許されないため公務員を辞め、

行政書士になりました。 

 

 

 

珍珍ししいい二二足足ののワワララジジでですすねね？？  

運運動動ははおお得得意意でですすかか？？好好ききななここととはは？？  

  

 子供の頃から音楽は得意でした。ギター演奏は

好きです。運動は、それほど得意ではありません

が高校ではフェンシング部でした。インターハイ

に出場しましたヨ。 

 

ううわわぁぁ・・・・・・すすばばららししいいでですすねね。。運運動動神神経経抜抜群群でで

ははあありりまませせんんかか。。ここれれかかららののダダンンススににつついいてて考考ええ

てていいららっっししゃゃるるここととががあありりまますすかか？？  

  

 （財）日本ボールルームダンス連盟の役員をし

ていますが、ダンス人口は高齢化の時代なんです。

若い人にダンスの楽しさ・面白さを知ってもらう

ために、ジュニアスクールなどやってみたいし、

何気なく踊れるソーシャルバーがあれば良いな

あ・・・とも考えています。 

 

  ここのの機機会会ににおお聞聞ききししたたいいののでですすがが、、私私ダダンンススはは

２２度度もも挫挫折折ししてていいるるののでですす。。挫挫折折ののワワケケっっててああるる

ののでですすかか？？  

  

 これがあるのです。５ッくらい・・・①、②、

③、④・・・どれか思い当たりますか。 

 

これにはビックリ。この分析に思い当たること

沢山ありました。すご～い。 

 

 

 分キザミのお忙しいスケジュールのあい間にイ

ンタビューを受けて下さってありがとうございま

した。 

（広報部 山本昭子） 

 

 

おじゃましま～す！ おじゃましま～す！ 会員事務所訪問コーナー 
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夕暮れ時が過ぎると、淡いオレンジ色のあか

りが通りを照らし出す。暖かくもあり、されど

哀愁をさそうあかりが・・・ 

 

ガス灯に初めてあかりが灯ったのは明治の

初め。やがて文明開化の象徴のひとつとして全

国に広まったが、電灯の普及とともに昭和の初

めに消えていった。 

忘れ去られたガス灯に再びあかりが灯った

のは平成に入ってから。時代の流れの中、明治

から昭和の初めに建てられた建築物が評価さ

れ、歴史的建造物となると、これらの建築物を

あかりで演出する街路灯として甦った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス灯のある風景は、赤レンガや石造りの洋

風な建物がよく似合う。ガス灯はオブジェでも

あるが、主役ではなく、脇役として風景の中に

溶け込んでいる。 

足利のガス灯は、足利商工会議所（足利銀行

旧本店）と足利市立美術館に設備されている。

建物自体さほど古くはないが、レトロな感じと、

洒落た雰囲気を醸し出している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、街中にあかりがあふれている。電灯の

あかりは、より自然光に近づき、炎のあかりは、

花火・灯篭流し・・・季節ごとの行事に使われ、

より心に残る。 

地震後、白熱電球・蛍光灯・ＬＥＤ・・・電

灯のあかりが消えた。ロウソクやランプのあか

りを見つめ、人は何を思う。 

（支局長 木村 昇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス灯のある通り 
支局かわら版

足利支部 
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【佐 野】 

佐佐野野支支部部定定期期総総会会開開催催  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５月１４日（土）午前１０時３０分から１１時

４５分まで佐野市茂呂山町「茂呂山老人福祉セン

ター」において、来賓として栃木県行政書士会青

木勇夫副会長、茂木敏充衆議院議員、金子裕栃木

県議会議員、亀田清栃木県議会議員、金子保利佐

野市議会議員が出席し、平成２３年度定期総会を

開催した。 
 各来賓の方々のあいさつのなかで、やはり震災

復興に向けてのお話があった。行政書士としても

なんらかのお手伝いをしたいと思う。 
 議案については原案通り承認可決された。 
近年入会された会員２名が佐野支部理事とし

て新任となった。フレッシュな活動に期待したい。 
（支局長 江藤正巳） 

 

【那 須】 

那那須須支支部部定定期期総総会会開開催催  

５月７日、那須塩原市「遊山」において、平成

２３年度那須支部定期総会が開催されました。 
 出席会員１８名、委任状出席３６名のもと、以 
 

 
 
 
下の議案について審議されました。  
１．平成２２年度事業報告・収支決算承認・ 

監査報告 
２．平成２３年度事業計画・収支予算について 
３．役員改選について 
４．日本行政書士政治連盟栃木会那須分会総会 
   平成２２年度活動経過報告承認と 

平成２３年度活動方針について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 本年度の事業計画については、基本的に昨年と

同様に計画されております。無料相談会について

は、年度ごとに回数を変えながら実施してきまし

たが、昨年若干減らして実施しましたところ、年

間の総相談件数自体は、一昨年までと大きな違い

が無かったことから、本年も昨年と同様の回数で

実施することになりました。ただし、昨年度は行

政書士法制定６０周年記念市民公開講座後にも無

料相談を実施しておりますし、他士業等の無料相

談会実施との兼ね合いや、無料相談会の開催時期

も相談件数に大きく影響するものと考えられます

ので、今後も様々な条件のもと、実施状況をみて

翌年度の事業計画に活かしていく必要があると思

われます。  
 今回の支部総会は、震災から約２カ月後でした

ので、会員同士、その影響を確認し合いました。

また、支部会

員同士が顔を

合わせる数少

ない機会です

ので、情報交

換を行う等、

有意義な時間

となりました。 
（支局長 冨田倫子） 

 

 支 局 情 報 
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【足 利】  

足足利利支支部部定定期期総総会会開開催催 

 
 
 
 
 
 
 
 
５月７日（土）午後４時３０分より足利市民プ

ラザにて平成２３年度足利支部定期総会が開催さ

れた。会員６７名中出席１７名、委任状出席２８

名であった。 
会議に先だち黙祷が捧げられ、引き続き、平成

２２年度事業報告・決算、平成２３年度事業計画・

予算が審議され議案承認された。次に、役員選任

が審議され第２次金井体制、新理事に岩本会員・

相山会員が承認された。午後５時５２分、本総会

は閉会した。 
（支局長 木村昇） 

《足利支部新役員一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小 山】 

小小山山支支部部定定期期総総会会開開催催  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月１１日（水）午後４時より小山パレスホテ

ルにおいて、来賓に住吉会長、栃木支部長を迎え、

平成２３年度定期総会が開催され、会員９４名の

うち３０名が出席した（委任状提出者３３名）。 
平成２２年度事業報告、決算報告があり、平成

２３年度の事業計画と予算案の審議がされ、賛成

多数をもってすべて承認された。 
 今年度は、行政書士業務のＰＲ活動として、昨

年始まった小山市役所での無料相談のほか、新た

に野木町でも月１回の無料相談会の委託を受けて

おり、相談員の育成や資質の向上にも力を注いで

いく予定である。 
 今年は役員改選の年でもあり、多くの新役員が

決定した。新しい発想と行動力で、支部活動がさ

らに充実したものとなるよう期待したい。  
（小山支部 作道みゆき） 

 

【栃 木】 

栃栃木木支支部部定定期期総総会会開開催催  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５月６日（金）午後３時から、栃木サンプラザ

において、平成２３年度栃木支部定期総会が開催

されました。 

支部会員総数７５名のうち、出席会員数（委任

状出席を含む）は５４名でした。議事に先立ち、

新人会員２名が紹介され、続いて来賓として出席

していただいた押野副会長、浅野鹿沼支部長代理、

松本小山支部長から、それぞれ祝辞をいただきま

した。 

 引き続き議事に入り、平成２２年度事業報告及

び決算報告、平成２３年度事業計画及び予算案が

審議され、承認されました。次に任期満了に伴う

役員改選が行われ、新役員が選出されました。新

支部長に就任した松本明会員から新役員を代表し

て挨拶があり、その後、新役員の紹介が行われま

した。 

（支局長 白石博章） 

支 部 長 金井 善久 

副支部長 牧野  稔  福澤 一夫  服部 一人

理  事 

堀越  功  殿岡 正敏  松長  健

星野 光男  柳川 英一  杵渕  徹

渡辺 淳子  木村  昇  倉持 友弘

岩本 正代  相山 有美 

監  事 野沢 充明  近藤 和夫 
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【宇都宮】  

宇宇都都宮宮支支部部定定期期総総会会開開催催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月１４日午後３時半よりホテルニューイタヤ

において、平成２３年度宇都宮支部定期総会が開

催された。会員総数２５７名のうち４３名（委任

状出席８７名）が出席した。 

 議案審議に先立ち、

新入会員の紹介（３

名）を行い、来賓（住

吉和夫会長、郷間康

久宇都宮市議）の挨

拶をいただいた。 

 手塚理恵会員、井上尉央会員が議長に就任し、

平成２２年度事業報告および決算報告が審議され

た。無料相談会の開催にあたり、相談件数と内容

の内訳等を記載して欲しいとの要望があった。小

林支部長より、４月と５月に行われた無料相談の

件数と内容の説明が行われた後、次回はそれぞれ

の件数、内容をまとめて記載できるよう検討した

いとの回答があった。その後、採決により満場一

致で可決承認された。 

 続いて平成２３年度事業計画（案）および同予

算（案）が審議された。事業計画に関連して、農

地・土地に関しての手続きは行政書士の仕事であ

ることのＰＲを市や住民に向けて行って欲しいと

の要望があった。小林支部長より検討していくと

の回答があっ

た。その後、

採決により満

場一致で可決

承認された。 

 役員改選に

ついては立候

補による選出

がなされ、新たに３名の会員が支部理事に選任さ

れた。また、理事の互選により新支部長には岸清

美会員が選出され、１５名体制で新執行部のスタ

ートを切ることになった。 

 平成２３年度日政連栃木会宇都宮支部定期大会

については、議案通り前年度活動報告および決算、

平成２３年度活動計画および予算が可決承認され、

定刻通り無事に終了した。 

 この後、会場を移し来賓を囲んでの懇親会を開

いた。業務を始め多岐にわたる意見交換を行い、

和やかな雰囲気の中、会員同士の交流を深めた。 

（支局長 竹島尚子） 

 

《宇都宮支部新役員一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フフェェススタタ mmyy 宇宇都都宮宮 22001111  
ととききめめいいてて今今！！ここのの街街がが好好きき～～今今ここそそ元元気気をを！！～～  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５月２２日（日）毎年恒例の「フェスタｍｙ宇

都宮２０１１」が開催された。 

 ４月１日は「宇都宮市民の日」。この日を記念し

て「ときめいて今！この街が好き」をテーマに開

催され、今回で２４回目を迎えるイベントだ。宇

都宮で活動している２００を越える団体・企業が

支 部 長 岸  清美 

副支部長 深見  史  田代 昌宏  齋藤 順子

理  事

松野 文武  郷間 康久  高橋 江美

小平 裕一  安野 光宣  中三川浩志

中山 和彦  齋藤 丈威  久我 臣仁

小嶋  均  竹島 尚子 

監  事 松岡 英彦  遠藤美代子 

相 談 役 小林 幸雄 
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参加し、日頃の活動や練習の成果を発表する。市

内５カ所の会場では踊りなどのステージやストリ

ートパフォーマンスのほか、クイズラリーなどの

参加型の催しも用意された。 

 城址公園会場では、御本丸広場に様々なテント

の屋台村ができ、国内外の食べ物や手工芸品、伝

統の太鼓、針灸治療、クイズにゲームといろいろ

なブースが出店されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏がきたような晴天の中、宇都宮支部は今年、

城址公園とオリオンスクエアの２カ所で無料相談

会のブースを出店するべく、それぞれ９時に集合

した。テントの中でブース設営を開始したが、日

が当たる場所はかなり暑く、日焼けを気にしなが

ら、喉も渇き水分補給しながらの作業となった。 

 早速会員はリーフレット、うちわ、ポケットテ

ィッシュを手に行政書士の活動について宣伝に努

めた。来場者は家族連れが目立つ中、刺すような

日差しのためうちわが異常に好評だった。宣伝の

甲斐があり、城址公園の無料相談件数は１６件と

昨年を少し上回った。内容は相続８件、離婚１件、

近隣トラブル２件、成年後見１件、その他４件。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オリオンスクエアは国際色豊かなステージや食

べ物の屋台村に日系人を中心とした外国人がたく

さん参加し、国際的な雰囲気が充ち満ちていた。 

 

 

 

そんな中、初めての出店であったが相談件数は４

件。内容は国際離婚、帰化申請、永住帰国に関す

る社会保険、その他１件とまずまずの成果が得ら 

れたと思う。こういった活動を毎年続けていく中

で、少しずつでも行政書士の業務を地域の皆様に

理解していただき、社会へ貢献していければと思

った。 

 午後になり、だんだんと雲行きが怪しくなって

きた。予報では雷雨とか…。風も出てきてせっか

くのお祭りに水をさされてしまった。午前中の夏

日がウソのように断続的に降る雨に気温もグング

ン下がり、客足はまばらになってしまった。 

 しかし、昨年から始まった大声大会「宮の中心

で愛を叫ぶ」には男女２０人が参加し、宇都宮城

清明台の中から中心市街地に向かい思い思いの言

葉で絶叫し、会場を大いに盛り上げていた。１０

９ホーンを出した会社員の方が優勝したという

（１０９ホーンが大きいのか、標準的にはどうな

のか、私にはちょっとわからないが…）。 

 ステージではフラダンスや、バンド演奏などで

あいにくの雨の中、来場者を楽しませていた。 

（支局長 竹島尚子） 
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昭昭和和５５３３年年のの出出来来事事  

 

 ４月２１日にアイドルグループ「キャンディー

ズ」のメンバーだった女優の田中好子さんがお亡

くなりになりました。キャンディーズを解散して

「普通の女の子」に戻った３人は３０年以上の時

間を経過して５０代半ばの「女の人」になってい

ました。女優の伊藤蘭さんは度々ドラマなどで見

る機会がありましたが、藤村美樹さんは久しぶり

に公の場に出てこられました（一時的に歌手復帰

した事もありましたが…）。遺影の前の２人。 

キャンディーズと同じ頃に歌番組に出演して

いた３人の女性がいます。山口百恵さんとピンク

レディーの２人です。生れた順番では、伊藤さん

（昭和３０年１月生まれ）、藤村さん（昭和３１年

１月生まれ）、田中さん（昭和３１年４月生まれ）、

増田恵子さん（昭和３２年９月生まれ）、根本美鶴

代さん（昭和３３年３月生まれ）、山口さん（昭和

３４年１月生まれ）になります。活動歴は、山口

さんが昭和４８年５月～昭和５５年１０月で約７

年５ヵ月、キャンディーズが昭和４８年９月～昭

和５３年４月で約４年７ヵ月、ピンクレディーが

昭和５１年８月～昭和５６年３月で約４年７ヵ月

です。この６人が同時に活躍したのは、ピンクレ

ディーがデビューした昭和５１年８月からキャン

ディーズが解散した昭和５３年４月までですから、

わずか１年８ヵ月。何年間も競い合っていたわけ

ではないのです。そして、山口さんが引退した時

にはまだ２１歳だったことには今更ながら驚きま

す。 

レコードの売上枚数などの数字的なものと、全

国的なブームという点で考えるとピンクレディー

が突出していたと思います。ＴＶのバラエティ番

組の企画で、当時小学生だった４０代の女性１０

０人に街角でいきなりピンクレディーの「ＵＦＯ」

のイントロを聞かせたところ、３分の２の人が振

り付けを踊ることができました。キャンディーズ

は数字では測れない部分で記憶に残るアイドルグ

ループでした。解散が決まってから、最後の最後

に大きな輝きを放ちはじめ、昭和５３年４月４日

に後楽園球場での解散コンサートで人気のピーク

を迎え有終の美を飾りました。逆にピンクレディ

ーは人気が下降した昭和５６年３月３１日に後楽

園球場で解散コンサートを行いましたが、雨のせ

いもありさびしい最後でした。そして、解散後何

度も再結成を繰り返したピンクレディーに対して、

キャンディーズの３人が公に集まることは１度も

ありませんでした。田中さんも伊藤さんも派手さ

こそありませんでしたが、実力派の女優として

「元・キャンディーズ」という冠は必要なくなっ

ていました。日本武道館公演を最後に引退した山

口さんも、見事なほど芸能界には背を向けてきま

した。 

実はここからが本題です。キャンディーズが解

散コンサートをした４ヵ月後の８月２８日に後楽

園球場でコンサートを開催した人がいます。矢沢

永吉さんです。昭和４７年１２月「キャロル」と

いうグループでデビューし昭和５０年９月にソ

ロ・デビューした矢沢さんは、この年シングル「時

間よ止まれ」、アルバム「ゴールドラッシュ」、自

叙伝「成りあがり」がそれぞれ大ヒットしました

が、これらのヒットがなかったとしてもこのコン

サートは開催されたのです（ヒットしてからでは

後楽園球場は押さえられません）。そして大成功さ

せました（２ｋｍ先まで大歓声が響いたという伝

説が残っています）が、巨大なステージ上の矢沢

さんを、「砂漠で１人彷徨っているようだ」と言っ

た人もいたように、次なる目標を見失ってもいた

のでした。キャンディーズと矢沢永吉さんの共通

項は、昭和５３年に後楽園球場でコンサートを開

催したことだけだと思います。クイズ番組で出題

された際には、この知識を是非ご活用ください。

よろしく。 

（足利支部 杵渕 徹） 
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平平成成２２３３年年度度定定期期総総会会開開催催  

５月１７日（火）午前１１時から、宇都宮市の

護国会館１階高砂殿の間に於いて、会員５２７名

の出席（本人出席１１６名、委任状出席４１１名）

のもと、平成２３年度栃木県行政書士会定期総会

が開催されました。 

栃木県知事あいさつ、栃木県知事表彰状授与の

後、来賓祝辞を北山孝次日行連会長より賜りまし

た。その後、議長団として那須支部の川島勝美会

員、日光支部の福田豊会員が選任され、就任挨拶

のあと議案審議に入りました。各議案については、

滞りなく審議され、いずれも原案通り可決承認さ

れました。 

議案第１号 

平成２２年度補正予算並びに事業報告同決算に

ついて 

議案第２号 

平成２３年度事業計画（案）並びに同予算（案）

について 

議案第３号 

借入金限度額の承認について 

議案第４号 

栃木県行政書士会会則一部改正について 

新会則には、官公署からの業務委託の事案への

対応・部の業務組織及び運営・部の業務の推進

と連絡を行う正副会長会に関して、会則の改正

が審議されました。 

※栃木県の認可後施行予定 

議案第５号 

日本行政書士会連合会定時総会に関する事項に

ついて 

議案第６号（次頁参照） 

役員の選任について 

今年は、任期満了に伴う役員選任があり、当会

会長には、須永威会員（佐野支部）が選任され

ました。副会長は次の５名が選任されました。 

押野佑会員（芳賀支部）・青木勇夫会員（栃木

支部）・手塚理恵会員（宇都宮支部）・田渕徹

会員（那須支部）・小林幸雄会員（宇都宮支部） 

 

これからは須永威新会長の下、新執行部により

新たなスタートが切られます 

       （広報部専門部員 齋藤 丈威） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県行政書士会 

栃木県知事表彰 

 手塚理恵会員（宇都宮支部） 唐木田有作会員（栃木支部） 

北山孝次日行連会長 議長団 

須永威新会長と新副会長 
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新新役役員員一一覧覧  

［名誉会長］福田富一、住吉和夫 ［相談役］宮澤昭夫 

［会  長］須永 威 

［副 会 長］押野 佑、青木勇夫、手塚理恵、田渕 徹、小林幸雄 

支部 人数 理事 綱紀委員 監事 支部長 支局長 

宇都宮 12名 

鈴木康夫 

高橋江美 

 岸 清美 竹島尚子 

前澤眞一 

岡井正樹 

※手塚理恵 

齋藤 裕 

※小林幸雄 

岸 清美 

齋藤丈威 

深見 史 

田代昌宏 

松岡英彦 

安野光宣 

久我臣仁 

足 利 3名 

堀越 功 

木村 昇 牧野 稔 金井善久 岩本正代 福澤一夫 

倉持友弘 

佐 野 2名 
長竹基行 

尾花 直  石田 稔 川田有美 
山本 護 

栃 木 3名 

※青木勇夫 

永島正志  松本 明 白石博章 毛塚勝行 

根岸愼治 

小 山 4名 

稲葉昌俊 

岩田伸夫 関比佐江 松本伸一 渡邉康明 
青木裕一 

土方美代 

髙山 久 

芳 賀 2名 
※押野 佑 

池葉 洋  長岡辰夫 栁 知明 
秋葉憲司 

塩 那 2名 
佐藤栄一 

青木絹子  佐藤栄一 植木智美 
大戸孝男 

那 須 3名 

佐藤勝好 

田沼芳友 栗林康二 田渕 徹 冨田倫子 ※田渕 徹 

一戸養子 

日 光 1名 福田勝守 小栁 洋  福田 豊 手塚志郎 

鹿 沼 2名 
浅野吉知 

紺野圭也  神山忠雄 野澤佐江子 
山ノ井一男 

※副会長 
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平平成成２２３３年年度度定定期期大大会会開開催催 

総会に引き続き日政連栃木会定期大会が開催

されました。 

開会の言葉、会長あいさつに続き、ご臨席さ 

れた栃木県行政書士議員連盟の前参議院議員簗

瀬進氏、宇都宮市議会議員郷間康久氏、西方町 

議会議員山ノ井一男氏より祝辞を頂いた後、代 

議員７８名中７５名の出席を持って審議に入り

ました。 

議案第１号 

平成２２年度運動経過報告の承認について 

議案第２号 

平成２２年度決算報告の承認について 

監査報告 

議案第３号 

平成２３年度運動方針（案）について 

 

 

 

 

 

３月１１日の東日本大震災から、約３カ月。

メディアは次々と被害の状況を伝え続けている。

特に津波による被害は、目を覆いたくなるよう

な惨状が映し出され、海のない地域で生まれ育

ち『津波』の本当の怖さを知らなかった私の意

識を一変させた。この地震や福島原発による被

害はどこまで及ぶのか、復興にはどれだけの時

間がかかるのか、その道のりは予想もつかない。  

 しかし、震災から時間が経つにつれ、被害の

事実や深刻さと同時に『人の強さや優しさ』も

映し出していた。自らも被災者でありながら、

他の被災者のために活動する人。年齢や性別を

超えて『自分のできること』を様々な形で被災

地や被災者のために実行している多くの人。既

に再生に向けて一歩踏み出している人々。 

また、この震災で、『人の絆』を改めて感じた

り、考えたりする人が増えたともいわれている。

東松島の知人が、「子供たち（兄と妹）が、普段

は喧嘩ばかりしていたのに、兄の方から、妹の

友人が津波で亡くなったのを知り、まだその事

実を知らない妹に話すかどうか悩んでいるが、

他の友人から聞くよりも家族がいる中で、自分

から話した方が良いと考えているという相談を

受けた。この震災は、確かに多くの被害者を出 

 

 

 

 

 

 

 

議案第４号 

平成２３年度予算（案）について 

議案第５号 

日本行政書士政治連盟定期大会に関する事項

について 

議案第６号 

役員選任について 

以上すべての議案が承認可決されました。 

（広報部専門部員 齋藤 丈威） 

 

 

 

 

したが、これによって、子供がこんなふうに考

えていたことも分かった。」という話をしてくれ

た。 

 震災の犠牲は、何にも代え難いものであるの

は確かだが、今までの日常にあった大切なもの

を再確認した人も多いのではないだろうか。 

 平成７年に起こった阪神大震災も大きな被害

をだした。その当時も、先の見えない暗闇にあ

ったに違いない。しかし、関西地域は、現在の

姿にまで復興を遂げた。多くの人の様々な力や

心が集まり、時間をかけて一歩ずつ着実に復興

へ向かったのだろう。今では冬の風物詩ともい

えるイルミネーションだが、そのひとつである

『神戸ルミナリエ』も、震災後の暗い状況で、

市民が活気づき、希望を持てるような良いニュ

ースを神戸から発信したいという広告・マスコ

ミ関係者の話から始まったと聞いている。 

節電が必要な今、イルミネーションは難しい

が、一人ひとりが、各団体が、各企業が、その

立場で何ができるのか、もう一度考え、出来る

範囲で実行していくことで、大きな力になって

いくことだろう。私自身、今何ができるのか改

めて考えたいと思う。 

（那須支部支局長 冨田倫子） 

政連だより 

宇都宮市議会議員 

郷間康久氏 

西方町議会議員 

山ノ井一男氏 

前参議院議員 

簗瀬 進氏 
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 研修会申込書  
申込欄に○を付けＦＡＸ願います。（ＦＡＸ：０２８－６３５－１４１０） 

研修名 受講料
申込 

〆切 
申込 

ﾃｷｽﾄ 

申込 
昼食 

\500 程度

7／20 
行政書士基礎講座 第４回 

「はじめての相続業務」 
無料 7/13  － － 

7／22 
ＡＤＲ調停人養成ＰＧ 

家族法研修 実践編６ 
無料 7/19  － － 

 

支部名  
氏 名

 

ＦＡＸ  

 

募 集 

行政書士基礎講座 第４回                    業務研修部主催 

○ 開催日時 
平成２３年７月２０日（水）１３：３０～ 

○開催場所 

栃木県行政書士会館２階 
○研修項目および講師 
「はじめての相続業務」（行政書士 岡井 正樹） 

ＡＤＲ調停人養成ＰＧ 家族法研修 実践編６（全６回）  ADR特別委員会主催

○開催日時 

平成２３年７月２２日（金）１３：３０～１７：００ 

○開催場所 

栃木県行政書士会館２階 

○研修内容 
いよいよ最終回となります。実践編①～⑤の回と同様、ケースメソッド型の家族紛争事件論点

抽出訓練をします。ＡＤＲの認証については未定ですが、行政書士業務の通常の相談にも役立

つのでぜひご参加下さい。予定範囲は、第２部各論 第２１章 遺言の作成（Ｐ３８８）～２４

章 遺留分（Ｐ４７５最後）までです。 
○講  師 
専門業務指導員 行政書士 久我 臣仁 

○テキスト 

「実務家族法講義」（H18 年発行）発行 民事法研究会（税込 4,725 円） 
まだ、購入されていない方は各自ご用意ください。 
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＜支部＞  ＜氏 名＞ 
芳 賀 横山 孝一 
那 須 織田 哲徳 
那 須 齋藤 公次 
宇都宮 大川新太郎 
佐 野 柴田 利男 
那 須 小室 信二 
栃 木 田邉 勇輝 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
芳 賀 大嶋  恭 
足 利 大橋 鐵雄 
栃 木 川田 龍二 
宇都宮 檜山 喜仁 
芳 賀 海老原富士枝 
小 山 橋本 秀司 
小 山 折本  茂 
佐 野 山本  護 
塩 那 田畠 利彦 
塩 那 古口 譲一 
那 須 田渕  徹 
宇都宮 鈴木 康夫 
宇都宮 齋藤 洋子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまでに寄付をお寄せいただいた会員の皆さまには、

後日、当会から「日本赤十字社栃木県支部からの領収書」

を送付いたします。寄付金には所得税の優遇措置が適用さ

れます。 

＊所得税の優遇措置 寄付金の全額（ただし、上限は寄付

者の年間所得総額の40％まで）から２千円を差し引いた

額が、寄付者の年間所得総額から控除されます。 

佐野自動車登録代行センター 
栃木県行政書士会 塩那支部 

<お詫び>上記の方々は、４月
上旬に寄付をいただきました
が、５月号への掲載がもれて
おりました。 
申し訳ございません。 

第一次集計以降に寄せられた会員からの義援金、会館に設置した募金箱を集計し、平成23年6月2日、

日本赤十字社栃木県支部に寄付いたしました。皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

義援金の寄付はこれを持ちまして一旦締めさせていただきます。 

今後も、被災者の方向けの無料相談会の実施など、形を変えて、被災者の方々のお力になれるよう会と

して取り組んで参ります。引き続き会員の皆さまのご協力をお願いいたします。 

東日本大震災義援金(累計) 

¥1,441,517 

義援金名簿（順不同 敬称略） 
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【入 会】             

 支部・氏名 
入会年月日 

登録年月日 郵便番号 事   務   所 電   話 備 考 

 栃 木 
H23.5.1 

329- 

0312 
栃木市藤岡町蛭沼 1188-3 0282-67-2624  

綾部 一成 

 塩 那 
H23.5.1 

321- 

0516 
那須烏山市大里 626-2 0287-88-7669  

小瀬澤 敏 

 宇 都 宮 
H23.5.15 

321- 

0161 
宇都宮市大塚町 12−24 028-658-5303  

竹澤 敬三 

 

【退 会】  

支 部 氏 名 退会年月日 備 考 支 部 氏 名 退会年月日 備 考 

宇都宮 亀山武則 H23.5.16 廃 業 小 山 藤沼富夫 H23.5.24 廃 業 

塩 那 小林 伸 H23.5.24 廃 業 那 須 欠端秀行 H23.5.31 廃 業 

鹿 沼 金田 清 H23.5.31 廃 業     

 
【変 更】                             

支 部 氏 名 変更事項 変 更 内 容 

宇都宮 粂川高志 ＴＥＬ 028-678-9361 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県行政書士会員の動き

編

集

後

記

（栃木県行政書士会員の購読料は会費の中に含まれます）

（平成 23年 5月 31 日現在）

行政とちぎ６月号 №414 
発行人  栃木県行政書士会 会長 須永 威 
〒320-  宇都宮市西一の沢町１番 22号 
 0046  電 話 028-635-1411（代） 
     ＦＡＸ 028-635-1410 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ gyosei-totigi@mail.gt9.or.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.gt9.or.jp/gyosei 
編 集  広報部 
定 価  250 円 
印刷所  有限会社 高久印刷 

東日本大震災の発生で、いまだ風評被害に

あっている方々に対して深くお見舞い申し

上げます。大震災で感銘を受けた事は「余生

は愛する日本で」と米コロンビア大名誉教授

のドナルド・キーンさんの言葉でした。行政

書士の方無料で帰化申請手続きをお願いし

ます。 

行政とちぎの広報委員として、２年間行政

書士の社会貢献等県民の皆様に宣伝広報活

動出来たことを心から感謝します。 

（広報部 小泉 賢
まさる

）

～総務部からのお願い～ 

会議や研修会の際は、クールビズでのご来館を 

 会員の皆様もご存じのことと思いますが、東日本大震災による原子力発電所事故の影響で電力

の供給に多大な影響が生じています。 

 栃木県行政書士会館でも大震災以降、「必要の無い照明を消す」「出来るだけエアコンを使用し

ない」などの節電を実施しております。 

これから夏の盛りを迎えますが、エアコンを使用する場合でも冷房温度は 28 度で運用していき

ますので、ご理解とご協力をお願い致します。 
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